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『経理業務を徹底的に効率化するセミナー&フェア』 
10 月 17 日から全国主要 10 都市で開催 

 
 

財務・会計システム及び経営情報サービスを開発・販売する株式会社ミロク情報サービス（本社：東

京都新宿区、代表取締役社長：是枝周樹 以下、MJS）は、企業の経理部門の方々を対象に「経理業

務を徹底的に効率化するセミナー&フェア」を 10 月 17 日（木）から全国主要 10 都市で開催します。 

 

第 1 部では、「経理への情報集約力を飛躍的にアップさせ、効率化を実現するための具体的方法

とは」と題し、MJS 税経システム研究所*の客員講師であり、長年数多くの企業の業務改善を支援して

きた株式会社トラフィックエイジアの外波氏より、豊富な経験に基づいた業務改善におけるノウハウや

社内ルールの改善など、具体的な実現方法を解説します。 

第2部では、MJSよりシステムを活用し、経理業務の効率化に成功した具体的な導入事例をご紹介

します。 

 

報道関係者の皆様におかれましては、セミナーの告知にご協力いただければ幸いです。なお、当

日の取材などに関しましては、次頁の問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

開催概要は、次頁のとおりです。 
 

*1999 年に設立した MJS のシンクタンク。税務・商事法・会計・経営システム等の研究会に分かれ、各分野での専門

家を顧問・客員研究員として招き、研究活動を行っている。 

 

 

－記－ 

【名 称】 経理部リーダー必見！『経理業務を徹底的に効率化するセミナー&フェア』 

【日 程】 2013 年 10 月 17 日（木）～12 月 13 日（金） 

【セミナー内容】 

第 1 部 「経理部への情報集約力を飛躍的にアップさせ、効率化を実現するための具体的

方法とは」 

講師：税経システム研究所客員講師 株式会社トラフィックエイジア代表取締役        

    外波 達也 氏 

     第 2 部 「経理部門の業務を徹底的に効率化したシステム活用事例のご紹介」 

講師：株式会社ミロク情報サービス  

【フェア内容】 

     MJS の最新 ERP システムをはじめ、多彩なソリューションを展示します。 

 

2013 年 10 月 11 日 

株式会社ミロク情報サービス 

（コード番号：9928） 
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【開催日時・場所】 

開催日 開催地 会場 

10 月 17 日（木） 東京 新宿センタービル 48 階 MJS セミナールーム 

 

10 月 24 日（木） 大阪 TKP 大阪御堂筋カンファレンスセンター カンファレンスルーム 8B 

11 月 8 日（金） 札幌 札幌グランドホテル 3F 紅葉の間 

11 月 18 日（月） 福岡 ハイアットリージェンシー福岡 リージェンシーⅡ 

11 月 20 日（水） 名古屋 キャッスルプラザ 4F 皐月の間 

11 月 21 日（木） さいたま 大宮 MT ビル 10 階 MJS セミナールーム 

12 月 4 日（水） 高松 サンポートホール高松 第６２会議室 

12 月 11 日（水） 広島 メルパルク広島 椿の間 

12 月 12 日（木） 静岡 グランディエールブケ東海 ワルツの間 

12 月 13 日（金） 北九州 パークサイドビル 9F 大会議室 
 
 

 第 1 部    14：00～15：00 

 第 2 部    15：10～16：00 

 フェアの部  12：00～17：00 

 

【参加費】 無料 
 

 【お申し込み】 

 事前登録制（Web より申し込み・先着順） 

 URL： http://www.mjs.co.jp/seminar/making_efficient/tabid/780/index.php 
 

 【本セミナーおよびお申し込みに関するお問い合わせ先】 

 株式会社ミロク情報サービス  ソリューション企画・販促部 

 担当：青木 夏子  TEL：03-5326-0367  FAX：03-3343-5761 

 

 

 

■ 株式会社ミロク情報サービス（MJS）について  （http://www.mjs.co.jp/） 
 
全国の会計事務所と中堅・中小企業に対し、経営システムおよび経営ノウハウならびに経営情報

サービスを提供しています。現在、約8,400の会計事務所ユーザーを有し、財務会計・税務を中心とし

た各種システムおよび経営・会計・税務等に関する多彩な情報サービスを提供しています。また、中

堅・中小企業に対して、財務を中心としたERPシステムおよび各種ソリューションサービスを提供し、企

業の経営改善、業務改善を支援しています。現在、約17,000社の中堅・中小企業ユーザーを有して

います。 
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【本件リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社ミロク情報サービス 

社長室 広報･IR 担当 川口・山田 

Tel：03-5361-6309 Fax：03-5360-3430 

E-mail：press@mjs.co.jp 

http://www.mjs.co.jp/seminar/making_efficient/tabid/780/index.php
http://www.mjs.co.jp/
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